
 

 

 私たちは字幕入り映像教材を制作していくにあたり、利用者

が理解しやすい映像を作成するには一定の完成度を保つこと

が必要だと気付きました。 

完成度を保つためには、利用者の生の声を聞く必要があると

考え、アンケートの実施や意見交換会を開催しました。 

この様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自の 

サポートデスク字幕ルールを作成しました。 

 

 

 

☆行数・文字数☆ 

１行１５文字程度基本的に１、２行。 

☆「→」は続く☆ 

台詞が長い場合は「→」を使用して続くことを 

知らせる。 

☆「、」「。」☆ 

「、」は使用せずスペース（全角）を代用。 

文の終わりは「。」「！」「？」など必ずつけます。 

※ルールは一部ですので詳しくは本学のグッズ部門の作品をご覧下さい。 

サポートデスク 

 

サポートデスク字幕ルール 

次から作成する字幕映像教材は改正された 

「サポートデスク字幕ルール」を基に作成されます。 

字幕入り映像利用者 

聴覚障がい学生 

聴覚障がい支援団体 

字幕入り映像教材利用者の生の声 

 

 

 

アンケートの意見の一部 

後ろの席にも見やすい 

ように、字を大きめに、

また背景の色に合わせて

字の色を変えてほしい。 

字幕を付けることは簡単

ではないと思いますが、

とても感謝しています。

ありがとうございます。 

意見交換会の様子 

意見・要望は 

アンケート・意見交換会 

によって直接収集 

収集されたアンケート 

字幕入り映像の利用 

 

部門 No.４ 

 

札幌学院大学 サポートデスク 
 

字幕入り映像への 

意見・要望をスタッフが 

ルール化 

 

 
 問い合わせ先 

札幌学院大学 電子計算機センター 松本涼子 

〒069-8555 北海道江別市文京台１１番地  ℡011-386-8111(代表)   e-mail matumor@ims.sgu.ac.jp 

 


